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4 月 1日付の人事異動（異動者のみ）の状況をお知らせします。

部長級
氏　　名 新　　　職 前　　　職

高　橋　径　夫 総務部長兼危機管理監 危機管理監（管財課長事務取扱）

竹　中　保　昭 総務部部長
（ダム対策室長事務取扱兼水源地域ビジョン推進課長事務取扱） 産業建設部次長兼商工観光課長

高　田　孝　司 住民福祉部長（兼地域包括支援センター所長） 住民福祉部次長兼住民課長
窪　田　直　樹 産業建設部長 産業建設部次長兼建設課長
田　村　茂　幸 坂内振興事務所長 総務部部長（ダム対策室長事務取扱）

次長級
氏　　名 新　　　職 前　　　職

久保田　正　彦 議会事務局長 産業建設部次長兼農林振興課長
渡　部　達　弥 総務部次長兼政策広報課長 岐阜県
成　瀬　重　則 総務部次長兼管財課長 会計課次長
加　藤　政　秀 住民福祉部次長兼住民課長 住民福祉部　健康増進課長
川　合　秀　明 住民福祉部次長兼社会福祉課長 大垣市
中　 川　　　 聡 産業建設部次長兼建設課長 岐阜県
野　原　英　司 産業建設部次長兼農林振興課長 春日振興事務所　基盤整備課　次長
大　葉　光　義 春日振興事務所長 藤橋振興事務所　地域振興課長
片　山　誠　吾 教育次長兼学校教育課長 岐阜県　教育委員会

課長級
氏　　名 新　　　職 前　　　職

今　枝　文　雄 総務部　総務課長 総務部　政策広報課長
川　瀬　雅　治 財団法人いびがわ　派遣　課長 総務部　水源地域ビジョン推進課長
高　橋　義　和 住民福祉部　高齢福祉課長 住民福祉部　高齢福祉課　主幹
鈴　村　行　正 住民福祉部　健康増進課長 総務部　総務課長
北　野　茂　樹 産業建設部　商工観光課長 産業建設部　商工観光課　課長
古　野　利　仁 谷汲振興事務所　地域振興課長 谷汲振興事務所　基盤整備課　主幹
四　井　庄　一 春日振興事務所　基盤整備課長 春日振興事務所　基盤整備課　主幹
坂　下　久　幸 藤橋振興事務所　地域振興課長 議会事務局　課長
増　田　正　則 坂内振興事務所　地域振興課長 谷汲振興事務所　地域振興課長
正　村　光　隆 会計課長 教育委員会　文化課長
松　波　好　和 教育委員会　社会教育文化課長 教育委員会　社会教育課長

主幹級
氏　　名 新　　　職 前　　　職

杉　本　いずみ 住民福祉部　生活環境課　主幹 産業建設部　農林振興課　課長補佐
林　　　ほなみ 産業建設部　商工観光課　主幹 養基小学校保育所組合　派遣　（課長補佐）
山　岸　さとみ 谷汲振興事務所　地域振興課　主幹 議会事務局　主幹
三　島　晃　照 谷汲振興事務所　基盤整備課　主幹 住民福祉部　住民課　課長補佐
中　井　正　文 藤橋振興事務所　基盤整備課　主幹 藤橋振興事務所　基盤整備課　課長補佐
所　　　ゆみ子 養護老人ホーム揖斐川尚和園　主幹 揖斐広域連合　派遣　主幹
吉　田　好　宏 教育委員会　学校教育課　主幹 産業建設部　下水道課　主幹
香　田　明　彦 教育委員会　社会教育文化課　主幹 教育委員会　社会教育課　主幹
松　原　孝　春 教育委員会　社会教育文化課　主幹 総務部　水源地域ビジョン推進課　主幹

中　村　美誉子 教育委員会　社会教育文化課　主幹　
揖斐川図書館　

教育委員会　社会教育課　課長補佐
揖斐川図書館　

若　山　孝　子 養基小学校保育所組合　派遣　主幹 春日振興事務所　地域振興課　主幹
井　口　澄　子 揖斐広域連合　派遣　主幹 谷汲振興事務所　地域振興課　主幹

課長補佐級
氏　　名 新　　　職 前　　　職

土　屋　英　俊 議会事務局　課長補佐 総務部　管財課　課長補佐
森　　　 千　 恵 議会事務局　課長補佐 会計課　課長補佐
立　木　寿　明 住民福祉部　生活環境課　課長補佐 久瀬振興事務所　地域振興課　課長補佐

揖斐川町職員の人事異動



Public Information IBIGAWA 18

課長補佐級
氏　　名 新　　　職 前　　　職

久　富　実千代 住民福祉部　健康増進課　課長補佐 住民福祉部　健康増進課　係長
金　崎　浩　司 産業建設部　下水道課　課長補佐 春日振興事務所　基盤整備課　係長
宮　野　正　臣 産業建設部　農林振興課　課長補佐 総務部　総務課　課長補佐
川　村　安　子 春日振興事務所　地域振興課　課長補佐 春日振興事務所　地域振興課　係長
駒　月　雅　樹 春日振興事務所　基盤整備課　課長補佐 住民福祉部　住民課　係長
川　口　陸　士 藤橋振興事務所　基盤整備課　課長補佐 教育委員会　文化課　課長補佐
中　島　勝　義 教育委員会　学校教育課　課長補佐 岐阜県　教育委員会
河　瀬　浩　治 教育委員会　社会教育文化課　課長補佐 教育委員会　社会教育課　課長補佐
松　本　幸　久 教育委員会　社会教育文化課　課長補佐 教育委員会　社会教育課　課長補佐

高　橋　明　美 教育委員会　社会教育文化課　課長補佐
揖斐川町中央公民館

教育委員会　社会教育課　係長
揖斐川町中央公民館

高　松　喜代子 きたがた幼児園　園長 かすが幼児園　園長
高　橋　美　咲 やまと幼児園　園長 たにぐみ幼児園　園長
国　枝　英　子 いび幼児園　園長 おじま幼児園　園長
林　　　 豊　 子 きよみず幼児園　園長 きたがた幼児園　園長
高　木　富士子 おじま幼児園　園長 やまと幼児園　園長
若　林　まゆみ たにぐみ幼児園　園長 ながせ幼児園　園長
小　林　益　代 かすが幼児園　園長 ふじはし幼児園　園長
長　屋　明　美 ふじはし幼児園　園長 くぜ幼児園　園長代理
四　井　羽須美 揖斐川子育て支援センター　課長補佐 揖斐川子育て支援センター　係長
土　 川　　　 靖 揖斐広域連合　派遣　課長補佐 総務部　財政課　課長補佐

係長級
氏　　名 新　　　職 前　　　職

田　島　孝　二 総務部　総務課　係長 総務部　国体推進局　国体推進室　主査
中　島　妙　子 総務部　国体推進局　国体推進室　係長 住民福祉部　住民課　係長
北　野　嘉　樹 住民福祉部　住民課　係長 後期高齢者広域連合　派遣　係長
岡　部　治　久 産業建設部　建設課　係長 谷汲振興事務所　基盤整備課　係長
小　寺　淳　一 谷汲振興事務所　基盤整備課　係長 揖斐広域連合　派遣　係長
藤　 原　　　 弘 春日振興事務所　基盤整備課　係長 産業建設部　下水道課　係長
小　寺　早　苗 揖斐広域連合　派遣　係長 住民福祉部　生活環境課　係長
今　村　裕　美 おじま幼児園　副園長 きたがた幼児園　主任保育士
林　　　 恵　 美 くぜ幼児園　園長代理 おじま幼児園　副園長

主査級
氏　　名 新　　　職 前　　　職

土　屋　和　久 総務部　財政課　主査 総務部　税務課　主査
神　谷　秀　一 総務部　政策広報課　主査 総務部　財政課　主査
藤　井　重　徳 総務部　政策広報課　主査 総務部　政策広報課　主任
所　　　 貴　 宏 総務部　総務課　主査 総務部　管財課　主査
松　野　裕　人 総務部　管財課　主査 住民福祉部　社会福祉課　主査
高　橋　由　利 総務部　管財課　主査 総務部　管財課　主任
山　本　大　貴 総務部　税務課　主査 総務部　税務課　主任
栗　田　俊　彦 総務部　国体推進局　国体推進室　主査 岐阜県派遣　主査
高　橋　康　弘 総務部　国体推進局　国体推進室　主査 北海道芽室町派遣　主任
久　野　賀　弘 住民福祉部　住民課　主査 住民福祉部　生活環境課　主査
岡　部　弥世子 住民福祉部　住民課　主査 住民福祉部　住民課　主任
高　橋　真　紀 住民福祉部　高齢福祉課　主査 住民福祉部　高齢福祉課　主任
立　木　秀　和 住民福祉部　高齢福祉課　主査 岐阜県派遣　主任
二　 宮　　　 焦 住民福祉部　子育て支援課　主査 住民福祉部　子育て支援課　主任
林　　　 裕　 子 住民福祉部　健康増進課　主査 住民福祉部　健康増進課　主任
田　中　千　佳 産業建設部　水道課　主査 会計課　主査
矢　野　陽一郎 産業建設部　下水道課　主査 産業建設部　農林振興課　主査
細　野　朋　洋 産業建設部　商工観光課　主査 産業建設部　商工観光課　主任
中　川　幸　治 産業建設部　農林振興課　主査 教育委員会　スポーツ振興課　主査
寺　井　智　美 会計課　主査 産業建設部　商工観光課　主査
宮　腰　美　和 会計課　主査 産業建設部　水道課　主任
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主査級
氏　　名 新　　　職 前　　　職

浅　野　広　光 谷汲振興事務所　基盤整備課　主査 産業建設部　農林振興課　主査
寺　井　一　成 谷汲振興事務所　基盤整備課　主査 久瀬振興事務所　基盤整備課　主査
河　本　聖　子 春日振興事務所　地域振興課　主査 産業建設部　下水道課　主査
菅　原　昌　志 久瀬振興事務所　地域振興課　主査 久瀬振興事務所　地域振興課　主任
木野村　　　亨 久瀬振興事務所　基盤整備課　主査 谷汲振興事務所　基盤整備課　主査
増　元　洋　成 久瀬振興事務所　基盤整備課　主査 谷汲振興事務所　基盤整備課　　主査
神　谷　基　樹 坂内振興事務所　基盤整備課　主査 産業建設部　商工観光課　主査

大　野　貴　司 総務部　水源地域ビジョン推進課　主査
藤橋城　西美濃プラネタリウム 総務部　国体推進局　国体推進室　主査

浅　野　みどり きたがた幼児園　主任保育士 ながせ幼児園　主任保育士
坪　井　公　師 岐阜県　派遣　主査 総務部　政策広報課　主査
竹　中　正　和 岐阜県　派遣　主査 久瀬振興事務所　基盤整備課　主査

主任級
氏　　名 新　　　職 前　　　職

山　本　佳　奈 総務部　管財課　主任 住民福祉部　住民課　主事
井　口　雅　史 総務部　税務課　主任 岐阜県派遣　主事
新　田　華奈子 総務部　税務課　主任 教育委員会　社会教育課　主事
河　村　里　奈 住民福祉部　住民課　主任 総務部　総務課　主任
松　尾　和　由 住民福祉部　社会福祉課　主任 住民福祉部　子育て支援課　主任
高　野　謙　也 産業建設部　下水道課　主任 坂内振興事務所　基盤整備課　主事
瀬　川　泰　子 産業建設部　農林振興課　主任 産業建設部　農林振興課　主事
窪　田　至　宏 久瀬振興事務所　地域振興課　主任 住民福祉部　生活環境課　主任
林　　　 将　 史 教育委員会　社会教育文化課　主任 教育委員会　社会教育課　主任
高　木　暁　子 教育委員会　社会教育文化課　主任 教育委員会　社会教育課　主任
吉　田　美　貴 教育委員会　社会教育文化課　主任 総務部　税務課　主任
細　野　真由美 やまと幼児園　保育士（主任） おじま幼児園　保育士
成　瀬　友　紀 いび幼児園　保育士（主任） ながせ幼児園　保育士（主任）
久保田　直　子 いび幼児園　保育士（主任） やまと幼児園　保育士
小　川　恵　子 いび幼児園　保育士（主任） いび幼児園　保育士
宗　宮　弥　生 おじま幼児園　保育士（主任） かすが幼児園　保育士（主任）
長　尾　知　香 たにぐみ幼児園　保育士（主任） ながせ幼児園　保育士（主任）
林　　　 輝　 恵 揖斐川子育て支援センター　主任 いび幼児園　保育士（主任）
神　原　誠　司 北海道芽室町　派遣　主任 総務部　政策広報課　主任

前　川　政　美 岐阜県　派遣　主任 総務部水源地域ビジョン推進課　主任
藤橋城　西美濃プラネタリウム

菅　原　武　志 西濃運輸㈱　派遣　主任 藤橋振興事務所　基盤整備課　主事
衣　斐　勇　人 財団法人いびがわ　派遣　主任 財団法人いびがわ　派遣　主事

主事級
氏　　名 新　　　職 前　　　職

寺　澤　昭　司 総務部　政策広報課 西濃運輸㈱　派遣
川　口　泰　祈 坂内振興事務所　基盤整備課 産業建設部　建設課
細　野　貴　正 教育委員会　スポーツ振興課　 坂内振興事務所　地域振興課
広　瀬　佳代子 たにぐみ幼児園　保育士 ながせ幼児園　保育士
大　泉　あゆみ たにぐみ幼児園　保育士 くぜ幼児園　保育士
中　川　はるな くぜ幼児園　保育士 たにぐみ幼児園　保育士

新採用
氏　　名 新　　　職

矢　野　早　織 住民福祉部　住民課
渡　邉　晶　子 住民福祉部　健康増進課
廣　澤　寛　子 住民福祉部　健康増進課
伊　藤　功　賢 産業建設部　建設課
所　　　 佑　 臣 産業建設部　農林振興課
財　部　梨　沙 やまと幼児園　保育士
藤　川　良　子 たにぐみ幼児園　保育士
錦　見　友　香 くぜ幼児園　保育士
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の
休
日
お
よ
び
年
末
年
始
除
く
）

　

�

小
学
校
の
授
業
終
了
時
～
18
時
の
３
時

間
程
度

　

�

第
４
土
曜
日
、
夏
休
み
等
の
長
期
休
業

期
間
の
８
時
30
分
～
18
時

■�

応
募
方
法　

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
５
月
16

日（
水
）
ま
で
に
揖
斐
川
町
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」サ
ー
ビ
ス
を

�

始
め
ま
し
た
！

○�

平
成
24
年
１
月
か
ら
年
金
加
入
者
や
受

給
者
の
方
が
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年

金
加
入
記
録
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を

始
め
ま
し
た
。

　

役
場
住
民
課
の
窓
口
に
て
、
所
定
の
申

込
用
紙
で
申
請
し
、
そ
の
場
で
ご
自
身
の

年
金
加
入
記
録
を
受
け
取
れ
ま
す
。

○
最
新
の
年
金
記
録
が
確
認
で
き
ま
す
！

　

ね
ん
き
ん
定
期
便
よ
り
も
新
し
い
年
金

記
録
を
確
認
で
き
ま
す
。

○
年
金
加
入
記
録
が
一
覧
で
確
認
で
き
ま
す
！

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
、
加
入
状

況
が
一
覧
で
確
認
で
き
ま
す
。

○�

未
加
入
期
間
な
ど
が
わ
か
り
や
す
く
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
！

　

年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
期
間
、
標

準
報
酬
額
の
大
き
な
変
動
な
ど
、
ご
確
認

い
た
だ
き
た
い
記
録
が
、
わ
か
り
や
す
く

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊�

基
礎
年
金
番
号
ま
た
は
照
会
番
号（
ね

ん
き
ん
定
期
便
等
に
記
載
）等
を
申
込

書
に
記
入
し
て
、
本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
顔
写

真
付
き
証
明
書
で
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
。
写
真
付
き
で
な
い
場
合
は
、
２

種
類
以
上
の
証
明
書
が
必
要
。）
を
ご

提
示
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
基
礎
年
金
番
号
ま
た
は
照
会

番
号
が
ご
不
明
の
方
は
、
年
金
手
帳
、
ね

ん
き
ん
定
期
便
等
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
保
険
料
の
免
除
制
度

　

保
険
料
の
納
付
に
困
っ
た
ら
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。
次
の
３
つ
の
制
度
を
利
用
し

て
い
た
期
間
は
、年
金
受
給
の
た
め
に
必
要

な
期
間
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
未
納

の
ま
ま
に
せ
ず
、必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○�

納
付
が
困
難
な
方
に
は
、「
保
険
料
免

除
制
度
」
の
手
続
き
を
！

　

該
当
す
る
人
が
届
け
出
る
こ
と
で
免
除

と
な
る｢

法
定
免
除｣

と
、
申
請
し
て
認

め
ら
れ
れ
ば
免
除
と
な
る｢

申
請
免
除｣

の
２
種
類
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
免
除
は
、
災
害
や
失
業
、
経
済
的

な
事
情
な
ど
で
納
付
が
困
難
な
人
を
対
象

と
し
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
（
４

分
の
１
、
半
額
、
４
分
の
３
）
が
免
除
と

な
り
ま
す
。

（�

申
請
免
除
の
承
認
期
間
は
、
７
月
か
ら

翌
年
６
月
ま
で
で
す
。）

○�

30
歳
未
満
の
方
に
は
、「
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
」
の
手
続
き
を
！

　

同
居
し
て
い
る
世
帯
主
の
所
得
に
か
か
わ

ら
ず
、本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
以
下

の
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人
は
、申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
を
後
払
い
に
で
き
ま
す
。

※�
単
身
の
場
合
57
万
円（
収
入
ベ
ー
ス
で

１
２
２
万
円
）が
目
安
で
す
。

　
（�

若
年
者
納
付
猶
予
の
承
認
期
間
は
、

７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。）

○�

学
生
の
方
に
は「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

の
手
続
き
を
！

　

本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
学
生
は
、

申
請
に
よ
り
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
後

払
い
に
で
き
ま
す
。

※�

所
得
の
目
安
は
【
１
１
８
万
円
＋
扶
養

親
族
の
数
×
38
万
円
】
で
計
算
し
た
額

以
下
で
あ
る
場
合

　
【�

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
、
４

月（
ま
た
は
20
歳
誕
生
月
）か
ら
年
度

末（
翌
年
３
月
）ま
で
で
す
。】

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

大
垣
年
金
事
務
所

　

℡
０
５
８
４

－

７
８

－

５
１
６
６

　

揖
斐
川
町
役
場　

住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
１
１
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
北
方
奥
郷
住
宅

　

・
住　

所　

揖
斐
川
町
北
方
13

　

・
建
設
年
度　

平
成
18
年

　

・
耐
火
構
造
２
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家　

賃　

２
５
６
０
０
円
～

②
そ
ら
む
き
住
宅
（
単
身
用
）　

１
戸

　

・
住　

所　

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
準
耐
火
構
造
２
階
建　

１
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家　

賃　

１
６
１
０
０
円
～

③
坂
本
住
宅　

１
戸

　

・
住　

所　

揖
斐
川
町
坂
内
坂
本

　

・
建
設
年
度　

平
成
８
年
度
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・
木
造
平
屋
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家　

賃　

２
０
７
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・�

①
、
③
に
つ
い
て
は
現
在
同
居
、
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
約
者

含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費
（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）
が
必

要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

５
月
１
日（
火
）
～
５
月
15
日（
火
）

■
入
居
予
定
日

　

６
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

建
設
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）

 

木
造
住
宅
の
耐
震
対
策
を

�

支
援
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
地
震
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
対

策
を
支
援
す
る
た
め
、
耐
震
診
断
事
業
に

つ
い
て
町
で
全
額
負
担
し
ま
す
。

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

　

木
造
住
宅
の
倒
壊
率
は
古
い
住
宅
ほ
ど

高
く
、
老
朽
化
や
耐
力
壁
の
少
な
さ
、
ま

た
は
、
配
置
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
が
倒
壊
の

要
因
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
耐
震

診
断
」
と
は
建
物
が
持
つ
構
造
状
態
を
評

価
し
、
耐
震
性
能
を
判
定
す
る
こ
と
で
す
。

■
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

　

�

次
の
住
宅
が
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

①
一
戸
建
て
、
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅

　
　
（�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
住
宅
）

　

②�

店
舗
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
面

積
の
半
分
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の

■
申
請
者
の
負
担
額　

無
料

■
受
付
棟
数　

20
棟

■
申
込
期
間

　

５
月
１
日（
火
）～
５
月
31
日（
木
）

※�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎�

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
、
産
業
建
設
部
建
設
課
の

ま
ち
づ
く
り
係
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
申

請
用
紙
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

建
設
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

 

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
】

　

活
動
強
調
週
間

�

５
月
12
日
～
５
月
18
日

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

�

あ
な
た
の
相
談
相
手
で
す

①�

揖
斐
川
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

で
は
、73
名
の
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

②�

あ
な
た
の
相
談
相
手
で
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③�

地
域
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
秘
密
を
守

り
活
動
し
て
い
ま
す
。

④
地
域
の
人
々
を
見
守
り
、支
援
し
ま
す
。

⑤�

幼
児
園
・
小
学
校
・
中
学
校
と
連
携
を

と
り
、「
い
じ
め
、
非
行
、
不
登
校
、

虐
待
等
」
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

⑥�

私
た
ち
の
町
に
は
ど
ん
な
福
祉
制
度
や

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
か
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の

「
つ
な
ぎ
役
」
に
な
り
ま
す
。

◎�

災
害
発
生
時
に
支
援
が
必
要
と
な
る
可

能
性
の
あ
る
人
を
把
握
し
、
災
害
発
生

時
に
は
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

社
会
福
祉
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
３
１
）

　

谷
汲
振
興
事
務
所

　

℡
５
５

－

２
１
１
１

　

春
日
振
興
事
務
所

　

℡
５
７

－

２
１
１
１

　

久
瀬
振
興
事
務
所

　

℡
５
４

－

２
１
１
１

　

藤
橋
振
興
事
務
所

　

℡
５
２

－

２
１
１
１

　

坂
内
振
興
事
務
所

　

℡
５
３

－

２
１
１
１

 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

�

交
代
が
あ
り
ま
し
た

　

こ
の
度
、
揖
斐
川
町
北
方
二
区
・
三
区

を
担
当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
交

代
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
北
方
三
区
の
宮み

や

川が
わ

靖や
す

子こ

さ
ん
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

就
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

社
会
福
祉
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
３
１
）

 

一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理

�

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

揖
斐
川
町
一
般
廃
棄
物（
ご
み
）処
理
基

本
計
画
と
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
第
６
条
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
同
法
の
目
的
で
あ
る
生
活
環
境

の
保
全
と
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、

一
般
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を
行
う
た
め

に
市
町
村
ご
と
に
定
め
る
計
画
で
す
。

　

本
計
画
書
は
揖
斐
川
町
廃
棄
物
減
量
等

推
進
審
議
会
や
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
意
見
を
基
に
策
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

計
画
書
は
次
の
場
所
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

■
閲
覧
場
所

　

①
揖
斐
川
町
役
場　

生
活
環
境
課

　

②
各
振
興
事
務
所　

地
域
振
興
課

※�

揖
斐
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
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き
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場�

生
活
環
境
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
２
１
）

 

資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
は

�
許
し
ま
せ
ん
！

◎
７
月
１
日
か
ら
罰
則
規
定
施
行

　

廃
棄
物
の
中
に
は
、再
資
源
化
で
き
る

有
価
資
源
が
あ
り
、こ
れ
ら
は
町
の
財
源

と
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、私
た
ち

の
住
環
境
を
保
全
し
て
い
く
に
は
、廃
棄

物
を
適
正
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
指
定

の
集
積
所
に
出
さ
れ
た
廃
棄
物
は
、
町
が

指
定
す
る
事
業
者
が
収
集
・
運
搬
を
す
る

こ
と
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
分
別
し
て
い
た
だ
い
た
資
源

ご
み
が
、
各
地
区
で
持
ち
去
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
町
で
は
、
持
ち
去
り
行
為

を
防
止
す
る
た
め
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
悪
質
な
持
ち
去
り
行

為
は
、
未
だ
に
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、揖
斐
川
町
で
は
、

７
月
１
日
か
ら｢

資
源
ご
み
の
持
ち
去
り

を
禁
止｣

し
、「
罰
則
規
定
」
を
設
け
た

条
例
を
施
行
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
無
指
定
業
者
に
安
易

に
廃
棄
物
を
引
き
渡
す
な
ど
の
行
為
を
止

め
、
町
が
定
め
る
廃
棄
物
の
処
理
ル
ー
ル

に
従
っ
て
排
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
資
源
ご
み
と
は

　

缶
類
、
ビ
ン
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
古

紙
類
、
金
属
性
粗
大
、
廃
家
電

★
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

　

特
に
揖
斐
地
区
で
は
多
く
の
被
害
に

遭
っ
て
お
り
、
深
夜
・
早
朝
に
持
ち
去
ら

れ
て
い
ま
す
。
も
し
、
そ
の
よ
う
な
行
為

を
見
か
け
ら
れ
た
ら
、

◎
日
時
や
集
積
場
所

◎
車
の
ナ
ン
バ
ー
や
車
種

◎
行
為
者
の
特
徴

な
ど
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

持
ち
去
り
行
為
の
制
止
は
、
危
険
で
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
禁
止
命
令
を
出
し

た
り
、
行
為
者
を
捕
ま
え
た
り
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
資
源
ご
み
は
、
町（
町

民
）の
財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
条
例
で

こ
れ
ら
の
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
伝
え
て
く
さ
だ
い
。
注
意
を
し
て
も
持

ち
去
り
等
の
行
為
を
止
め
な
い
行
為
者
に

は
事
故
等
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
、

行
為
者
を
必
要
以
上
に
刺
激
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
緊
急
時
は
１
１
０
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場�

生
活
環
境
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
２
１
）

 

平
成
24
年
度
資
源
回
収

�

実
施
予
定
に
つ
い
て

　

各
地
区
の
小
中
学
校
な
ど
に
お
い
て
次

の
と
お
り
、
資
源
回
収
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
天
候
な
ど
に
よ
り
日
程
が
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
回
収
す
る
も
の

　

�

新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
布
な
ど

（
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
き
ま
し
て

は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
、
天
ぷ

ら
油
も
回
収
し
ま
す
。）

◎
小
・
中
学
校
日
程

　

北
方
小
学
校

　

５
月
13
日（
日
）、
10
月
14
日（
日
）

　

大
和
小
学
校

　

５
月
12
日（
土
）、
10
月
６
日（
土
）

　

揖
斐
小
学
校

　

５
月
13
日（
日
）、
12
月
９
日（
日
）

　

清
水
小
学
校

　

５
月
27
日（
日
）、
７
月
22
日（
日
）、

　

12
月
２
日（
日
）

　

小
島
小
学
校

　

５
月
13
日（
日
）、
11
月
18
日（
日
）

　

養
基
小
学
校

　

５
月
27
日（
日
）、
11
月
17
日（
土
）

　

揖
斐
川
中
学
校

　

９
月
８
日（
土
）

　

北
和
中
学
校

　

７
月
28
日（
土
）、
11
月
17
日（
土
）

　

谷
汲
小
学
校

　

８
月
25
日（
土
）、
12
月
１
日（
土
）

　

谷
汲
中
学
校

　

６
月
17
日（
日
）

　

久
瀬
小
中
学
校

　

６
月
３
日（
日
）、
11
月
18
日（
日
）

　

坂
内
小
中
学
校

　

７
月
29
日（
日
）

◎�

い
び
が
わ
ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
℡
２
２

－

１
７
３
２
）日
程

■
回
収
時
間　

10
時
～
15
時

■
回
収
場
所

　

揖
斐
川
町
白
樫　

内
田
木
材
工
業

■
実
施
日

　

５
月
19
日（
土
）、
６
月
30
日（
土
）

　

７
月
28
日（
土
）、
８
月
25
日（
土
）

　

９
月
29
日（
土
）、
10
月
27
日（
土
）

　

11
月
24
日（
土
）、
12
月
22
日（
土
）

　

１
月
26
日（
土
）、
２
月
23
日（
土
）

　

３
月
23
日（
土
）

◎
幼
児
園
日
程

　

お
じ
ま
幼
児
園

　

11
月
２
日（
金
）

◎
い
び
が
わ
エ
コ
ド
ー
ム
日
程

■
回
収
時
間　

９
時
～
11
時
30
分

■
回
収
場
所　

い
び
が
わ
エ
コ
ド
ー
ム

■
実
施
日

　

毎
週
火
曜
日
、
毎
月
第
２
日
曜
日

※�

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

時
間
や
詳
細
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

各
団
体
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
資
源
回
収
実
施
予
定
に
つ

い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で

き
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

生
活
環
境
課
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℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
２
２
）

 

「
認
知
症
」
を
知
ろ
う
！

　

３
月
16
日（
金
）、
春
日
地
区
行
政
推

進
委
員
を
対
象
に
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
域
医
療
に
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
、
春
日
診
療
所
長

の
太
田
医
師
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

物
忘
れ
は
、「
ご
飯
の
お
か
ず
は
、
何

を
食
べ
た
か
」
を
忘
れ
る
こ
と
で
、
食
べ

た
こ
と
は
覚
え
て
ま
す
。
し
か
し
、
認
知

症
の
人
は
、『
食
べ
た
こ
と
』
を
忘
れ
て

し
ま
う
の
で
す
。
だ
か
ら
、
何
度
も
、
何

度
も
、『
食
べ
た
よ
』
と
説
明
し
て
も
、

ま
た
す
ぐ
に
『
食
べ
て
な
い
』
と
言
い
出

し
ま
す
。

　

ま
た
、
財
布
や
物
を
大
切
に
し
過
ぎ

て
、
自
分
で
片
付
け
て
し
ま
い
、
い
ざ
使

う
時
に
は
『
置
き
場
所
』
を
忘
れ
て
い
る

の
で
、
誰
か
が
持
っ
て
行
っ
た
と
思
い
込

み
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
た
同
じ
こ
と
を
何

度
も
何
度
も
繰
り
返
し
ま
す
。

　
「
認
知
症
が
ど
ん
な
病
気
な
の
か
を

知
っ
て
い
る
の
と
、
理
解
し
て
い
な
い
場

合
と
で
は
、
認
知
症
の
人
も
、
そ
の
家
族
・

地
域
の
人
た
ち
も
、
そ
の
地
域
で
の
生
活

が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

お
互
い
が
理
解
し
合
う
こ
と
は
、
支
え

合
っ
て
い
く
上
で
、
と
て
も
大
切
な
こ
と

で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

困
っ
た
と
き
に
は
、
い
つ
で
も
お
話
や

往
診
に
出
か
け
て
い
た
だ
け
る
太
田
先
生

に
、参
加
者
か
ら
は
「
若
い
先
生
だ
か
ら
、

ち
ょ
っ
と
心
配
し
て
い
た
け
れ
ど
、
地
域

の
こ
と
を
一
生
懸
命
考
え
て
い
て
く
れ
て

と
て
も
安
心
で
き
て
う
れ
し
い
。
で
き
れ

ば
、
も
っ
と
地
域
の
住
民
に
も
、
今
日
の

話
を
し
て
も
ら
い
た
い
。」
と
高
齢
者
の

多
い
地
域
で
の
関
わ
り
方
を
理
解
し
て
い

た
だ
け
た
講
義
で
し
た
。

　

認
知
症
の
方
と
暮
ら
す
家
族
や
地
域

は
、
高
齢
化
の
進
む
地
域
で
の
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

80
歳
以
上
の
方
の
４
人
に
１
人
は
「
認

知
症
」
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
族
だ
け
で
頑
張
ら
な
い
で
、
近
隣
の

方
々
と
の
日
ご
ろ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
、
誰
も
が
安
心
で

き
る
地
域
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

揖
斐
川
町
で
は
、
病
気
に
な
っ
て
も
、

で
き
る
だ
け
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
に
あ
た

り
、
介
護
問
題
・
予
防
教
室
な
ど
、
講
師

を
招
い
た
講
座
な
ど
、
今
後
も
開
催
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

「
ゆ
る
体
操
」を
始
め
ま
せ
ん
か

　

寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
、
人
ご
と
で

は
な
い
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

揖
斐
川
町
で
は
、「
介
護
予
防
教
室
」

と
し
て
「
ゆ
る
体
操
」
の
講
師
を
招
い
て

誰
で
も
で
き
る
体
操
を
紹
介
し
ま
す
。

　

５
月
23
日（
水
）・
29
日（
火
）
を
予
定

し
て
い
ま
す
。場
所
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
電
話
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

１
３
４
１

 

夜
叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り
物

産
販
売
の
出
店
者
と
創
作
劇
「
夜

叉
ヶ
池
物
語
」
の
コ
ー
ラ
ス
隊
員

と
龍
神
隊
員
の
募
集
に
つ
い
て
！

　

７
月
21
日（
土
）
に
開
催
さ
れ
る
「
夜

叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り
」
の
物
産
販
売

コ
ー
ナ
ー
で
、
揖
斐
川
町
内
に
事
業
所
が

あ
る
出
店
者
、創
作
劇
「
夜
叉
ヶ
池
物
語
」

の
コ
ー
ラ
ス
隊
員
、
全
長
21
メ
ー
ト
ル
の

龍
神
の
担
ぎ
手
を
募
集
し
ま
す
。

★
出
店
者
募
集

■
出
店
料　

３
０
０
０
円

■
ス
ペ
ー
ス　

　

２
間
×
３
間
の
テ
ン
ト
の
半
分

※�

コ
ン
セ
ン
ト
は
必
要
で
あ
れ
ば
用
意
で

き
ま
す
。
保
健
所
の
許
可
が
必
要
な
場

合
は
、
各
自
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り

ま
す
。

■
申
し
込
み
締
め
切
り　

６
月
20
日（
水
）

★
コ
ー
ラ
ス
隊
員
募
集

■�

対
象　

当
日
参
加
が
可
能
な
方
で
、
男

女
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん

■
練
習
日　

坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー

　

６
月
上
旬
よ
り
毎
週
土
曜
日

�

14
時
～
16
時
を
予
定

※�

詳
細
な
練
習
日
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

★
龍
神
隊
員
募
集

■�

対
象　

当
日
参
加
が
可
能
な
方
で
、
坂

内
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
練
習
に
参
加
で

き
る
男
性
の
方

■
練
習
日　

坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー

　

６
月
下
旬
よ
り
毎
週
水
曜
日

�

19
時
30
分
～
21
時
を
予
定

※�

詳
細
な
練
習
日
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

坂
内
観
光
協
会

　
（
坂
内
振
興
事
務
所
基
盤
整
備
課
内
）

　

℡
５
３

－

２
１
１
１

▲ 認知症サポーター養成講座の様子
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徳
山
ダ
ム
で

�

観
光
放
流
が
行
わ
れ
ま
す
！

　

徳
山
ダ
ム
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
合
わ
せ
、
洪
水
吐
ゲ
ー
ト
か
ら
観
光

放
流
が
行
わ
れ
ま
す
。
普
段
は
、
洪
水
吐

ゲ
ー
ト
か
ら
の
放
流
は
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
是
非
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
１
日（
火
）～
５
日（
土
・
祝
）

　

�

10
時
・
11
時
・
12
時
・
13
時
・
14
時
・

15
時（
１
日
６
回　

各
10
分
程
度
）

※�

荒
天
な
ど
で
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

　

�

期
間
中
、
徳
山
ダ
ム
サ
イ
ト
公
園
駐
車

場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
藤
橋
城
駐
車

場（
鶴
見
）お
よ
び
徳
山
会
館（
開
田
）

か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
環
境
協
力
金（
バ
ス
利
用
者
）

　

大　

人　

２
０
０
円　

　

子
ど
も　

１
０
０
円

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
課

　

℡
５
２

－

０
１
６
６

 

『
と
く
ま
る
船
』

�

試
験
運
行
に
つ
い
て

　

徳
山
ダ
ム
で
活
躍
し
て
い
る
「
と
く
ま

る
船
」
の
試
験
運
行
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
実
施
日

　

５
月
３
日（
木
・
祝
）

　

５
月
５
日（
土
・
祝
）

※
１
日
３
回
運
航　

各
30
分
程
度

※�

荒
天
な
ど
で
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
環
境
協
力
金
（
乗
船
者
）

　

大　

人　

１
０
０
０
円

　

子
ど
も　
　

５
０
０
円

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
課

　

℡
５
２

－

０
１
６
６

 

独
身
男
女
出
逢
い
イ
ベ
ン
ト

　

「
揖
斐
か
ら
始
ま
る

�

ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
」
の

�

お
知
ら
せ

　

揖
斐
川
町
商
工
会
青
年
部
で
は
、
次
の

日
程
で
独
身
男
女
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。
新
た
な
ド
ラ
マ
の
始
ま
り
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日

　

７
月
15
日（
日
）　

８
時
～
19
時

※
雨
天
決
行
・
悪
天
候
中
止

※�

天
候
・
交
通
状
態
に
よ
り
多
少
の
時
間

変
更
あ
り

■�

内
容　

出
発
当
日
ま
で
ど
こ
に
い
く
か

わ
か
ら
な
い
「
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
の

ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
」

■
参
加
対
象
者

　
【
男
性
】�

町
内
在
住
で
あ
る
独
身
の
成

人
で
社
会
人
15
名

　
【
女
性
】�

独
身
の
成
人
で
社
会
人
15
名

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま

す
。

※�

参
加
者（
決
定
後
）
に
は
、
後
日
集
合

場
所
等
の
詳
細
を
送
付
し
ま
す
。

■
参
加
費

　

男
性　

１
名　

５
０
０
０
円

　

女
性　

１
名　

２
０
０
０
円

■
申
し
込
み
期
限　

６
月
11
日
（
月
）

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
商
工
会

　

揖
斐
の
出
逢
い
事
業
部

　
（
担
当
：
野
垣
・
加
藤
）

　

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
上
南
方
１
６
５

－

１

　

℡
２
２

－

６
１
８
５

　

FAx
２
２

－

２
５
６
１

 

平
成
23
年
度
電
源
立
地
地
域
対
策

　

交
付
金
事
業
が
完
成
し
ま
し
た

　

平
成
23
年
度
の
電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
事
業
で
次
の
４
つ
の
事
業
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業
は
、

水
力
発
電
所
な
ど
の
発
電
施
設
が
所
在
す

る
市
町
村
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
基

盤
を
整
備
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
事
業
で

す
。

■
広
域
農
道
舗
装
修
繕
工
事

■
揖
斐
川
中
・
北
和
中
学
校

�

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
工
事

■
坂
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

�

車
椅
子
入
浴
装
置
購
入
業
務

■
揖
斐
川
中
学
校
楽
器
購
入
事
業

 

平
成
24
年
度
税
金
教
室
の

�

開
催
に
つ
い
て

　
（
社
）
大
垣
法
人
会
で
は
、
次
の
と
お

り
税
金
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▲ 改修された揖斐川中学校のテニスコート
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こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

中な
か
村む
ら　

さ
だ
さ
ん（
下
岡
島
）

�

３
月
５
日（
月
）　

95
歳　

　

林
は
や
し　

た
づ
を
さ
ん（
清
水
）

�

３
月
10
日（
土
）　

95
歳　

　

不ふ

破わ　

み
ち
へ
さ
ん（
谷
汲
岐
礼
）

�

３
月
24
日（
土
）　

100
歳　

◎
税
金
教
室
Ⅰ

　

税
金
全
般
に
関
す
る
基
礎
的
な
内
容

■
対
象
者　

経
理
初
心
者

■
日
時　

６
月
15
日（
金
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

■
場
所　

ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
大
垣

　
　
　
　

大
垣
市
宮
町
１
丁
目
13

◎
税
金
教
室
Ⅱ

　

法
人
税
、
消
費
税
等
を
中
心
に
や
や
専

門
的
な
内
容

■
対
象
者　

経
理
担
当
者

■
日
時　

11
月
16
日（
金
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

■
場
所　

ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
大
垣

　
　
　
　

大
垣
市
宮
町
１
丁
目
13

■
講
師　

大
垣
税
務
署
職
員

■
参
加
費　

無
料（
教
材
・
昼
食
付
き
）

■
定
員　

各
講
座
50
名（
先
着
順
）

※
同
講
座
の
未
受
講
者
に
限
り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
方
法

　

�

法
人
ま
た
は
団
体
名
・
住
所
・
電
話
番

号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
申
し
込
み
責
任
者
・

受
講
希
望
日
・
受
講
予
定
者
氏
名
を
明

記
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
様
式
は
自
由
で
す
。）

■
お
申
し
込
み
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

大
垣
法
人
会
事
務
局

　

FAx
０
５
８
４

－
８
１

－

１
５
３
９

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

大
垣
法
人
会
事
務
局

　

℡
０
５
８
４

－

８
１

－

１
２
８
８

 

（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー

�

人
材
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
３
６
０
人
を
目
標
に
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
無
理
を
し
な
い
で
元
気
に
第

二
の
人
生
を
過
ご
す
た
め
に
も
、
皆
さ
ん

も
是
非
入
会
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。
仕
事

の
内
容
は
依
頼
に
も
よ
り
ま
す
が
、
得
意

な
分
野
で
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
が
目
標

で
す
。

　

ま
た
、
仕
事
の
依
頼
も
常
に
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
自
分
で
は
少
し
無
理
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
一
度
シ
ル
バ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
得
意
な
会
員
が
対
応
し
ま
す
。

主
な
仕
事
内
容

�

・�

草
刈
り
・
草
取
り
・
剪
定
・
掃
除
・
襖
、

障
子
は
り
・
片
付
け
・
食
事
作
り
・
病

院
等
の
外
出
の
付
き
添
い
・
簡
単
な
大

工
仕
事
・
ペ
ン
キ
塗
り
な
ど

　

そ
の
他
詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

★
５
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

　

５
月
７
日（
月
）、
22
日（
火
）

　

10
時
開
始

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

平
日（
月
～
金
曜
日
）

　

８
時
30
分
～
17
時

　

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

　

FAx
２
３

－

０
９
１
３

　

野の

口ぐ
ち　

は
る
み
さ
ん（
小
野
）

�

３
月
25
日（
日
）　

95
歳　

　

野の

中な
か　
か
ず

江え

さ
ん（
北
方
）

�

３
月
30
日（
金
）　

95
歳　

　

新に
い
川か
わ　

ス
フ
さ
ん（
春
日
美
束
）

�

３
月
30
日（
金
）　

95
歳　

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の
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◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

３
月
21
日（
水
）、
有
限
会
社
揖
斐

川
清
掃
代
表
取
締
役
社
長　

宮み
や

本も
と

実よ
し

浩ひ
ろ

さ
ん
よ
り
教
育
振
興
の
た
め
に
寄
附
金

１
０
０
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　ヤブツバキは寒い冬でも陽当たりのよい場所であれば赤い花をつけます。花期は 2～ 4月、春を告げる木

ですから椿と書きます。日本産のツバキの仲間はヤブツバキ、ユキツバキとリンゴツバキ（ヤクシマツバキ）

の 3種類がある。ヤブツバキは常緑の高木で花は半開、多数の雄しべは花糸の下部で癒
ゆ

合
ごう

して筒状となって

います。ユキツバキはよく似ています。ヤブツバキは海岸の温暖地域や内陸の薮など陽地に分布しています。

ヤブツバキの分布する地域はヤブツバキ・クラス域と呼び、温暖な植生の指標になっています。ユキツバキ

は積雪量が多く，北陸などの日本海側低山地帯に自生し、寒さに耐えうるような葉の構造や，積雪量に耐え

うるようにしなやかに枝分かれした低木型樹形になっています。日本列島が温暖と寒冷な地史的環境が繰り

返されたことでユキツバキが誕生したのです。両種とも同じ先祖と考えることができます。リンゴツバキは

大型の果実をつけ、果皮が厚いもので屋久島に分布します。春先になれば各地で椿展が開かれています。大

部分が園芸品種です。その品種の多さに驚きます。

　ヤブツバキ葉の成分がアクを除く作用が強いのでワラビのあく抜きに利用で

きます。ワラビを洗って、鍋か適当な容器に入れ、その上に生のヤブツバキの

葉を敷き詰めて熱湯を全体が浸かるまで入れて蓋をして、一晩放置します。翌

朝ワラビを水洗いすればもうワラビ料理を作り美味しくいただけます。薬用に

は花を用います。花は開花直前のものを採取し日干しで乾燥します。細かく刻

んで乾燥し保存します。民間での利用が大部分です。刻んだ乾燥花を、お茶と

同じように随時熱湯を加えて飲みます。砂糖で甘みをつけると美味しく飲めま

す。滋養強壮の効き目と、便通にもよいので健康茶としての価値があります。

� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

３
月
21
日（
水
）、
財
団
法
人
西
濃
信

用
金
庫
奨
学
会
よ
り
、
読
書
活
動
推
進
奨

励
金
と
し
て
寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

３
月
30
日（
金
）、
ア
ー
ボ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

杉す
ぎ

村む
ら

和か
ず

敬の
り

さ
ん
よ
り

教
育
振
興
の
た
め
に
寄
附
金
50
万
円
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

藤ふ
じ

原は
ら　

ツ
イ
さ
ん（
春
日
小
宮
神
）

�

３
月
30
日（
金
）　

95
歳　

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ヤブツバキ（ツバキ科）いびがわ　特産品シリーズ
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第
４
回

全
国
水
源
の
里
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

�

作
品
募
集
に
つ
い
て

　

全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会
で
は
、
水

源
の
里
の
四
季
折
々
の
自
然
風
景
、
人
々

の
生
活
や
祭
事
、
そ
の
地
域
を
象
徴
す
る

風
物
な
ど
、
水
源
の
里
の
魅
力
が
表
現
さ

れ
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■�

応
募
資
格　

プ
ロ
・
ア
マ
、
年
齢
、
性

別
、
国
籍
を
問
い
ま
せ
ん
。

■
応
募
プ
リ
ン
ト
サ
イ
ズ
等

　

�

平
成
21
年
８
月
以
降
に
全
国
水
源
の
里

連
絡
協
議
会
参
画
市
町
村
に
お
い
て
撮

影
し
た
も
の
。
四
ツ
切（
ワ
イ
ド
可
）、

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
出
力（
Ａ
４
）、
カ

ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
自
由
、
合
成
写
真
不

可
、
単
写
真
に
限
る（
複
数
応
募
可
）

■
応
募
期
間

　

６
月
１
日（
金
）～
８
月
31
日（
金
）

■
応
募
料　

１
点
に
つ
き
１
０
０
０
円

【
応
募
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

〒
６
２
３

－

１
１
２
２

　

京
都
府
綾
部
市
八
津
合
町
上
荒
木
５
番
地

　

上
林
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
内

　

全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会

　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
係

　

℡
０
７
７
３

－

５
４

－

０
０
９
５

　

FAx
０
７
７
３

－

５
４

－

０
０
９
６

 

木
曽
三
川
の
水
環
境
保
全
を
め

ざ
し
て
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

木
曽
川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
清
ら
か

な
水
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
木
曽

三
川
流
域
の
自
治
体
が
、
連
携
・
協
働
し

て
水
環
境
の
保
全
に
取
り
組
め
る
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■�

募
集
内
容　

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
デ
ザ
イ
ン
と
名
称

■
応
募
資
格

　

プ
ロ
・
ア
マ
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
可

■
募
集
期
間

　

４
月
23
日（
月
）～
６
月
８
日（
金
）

■
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
条
件

◎�

木
曽
三
川
流
域
の
自
治
体
が
、
連
携
・

協
働
し
て
水
環
境
の
保
全
に
取
り
組
め

る
も
の
。

◎�

「
木
曽
三
川
」、「
森
・
川
・
海
」
な
ど

を
モ
チ
ー
フ
に
水
環
境
の
保
全
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
。

◎�

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
上
中

流
域
と
下
流
域
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

お
い
て
、ポ
ス
タ
ー
、

の
ぼ
り
、
グ
ッ
ズ
な

ど
に
活
用
し
ま
す
。

【
応
募
先
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

名
古
屋
市
上
下
水
道
局

　

経
営
企
画
課
内

　

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集
係

　

℡
０
５
２

－

９
７
２

－

３
６
１
５

納税方法は次のとおり（詳細は、納税通知書の裏面をご覧ください）
●�銀行などの金融機関�
●�全国のコンビニエンスストア
	 ココストア、サークルＫ、サンクス、セブン - イレブン、デイリーヤマザキ、ファミリーマート、
	 ミニストップ、ヤマザキスペシャルパートナーショップ、ローソン（50音順）

●�携帯電話やパソコンからクレジットカードによるネット納付
	 24 時間ご自宅からも外出先からも納付手続きが可能！
	 （ただし、5月7日0時～5月31日 24時までに限ります）

	 ・ご利用は、
	 　のマークの付いたカードに限ります。
	 ・ご利用には、別途、315円の決済手数料が必要となります。

ネット納付のアクセスは、
【ＱＲコード】

【検索は】
Yahoo!	JAPANで

納税！

岐阜県からのお知らせです

自動車税は5月31日までに必ず納めてください！
※法律により納期限を過ぎると延滞金がかかります。（最大年14.6％で延滞金が計算されます。）

自動車税に関するお問い合わせは、※8：30～ 17：15（土日・祝日を除く）
　岐阜県自動車税事務所　☎TEL０５８（２７９）３７８１
　岐阜県総務部税務課　　☎TEL０５８（２７２）１１１１（代）

検索

?
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　揖斐川町では、若い世代の流出や少子高齢化の進展等による人口減少に歯止めをかけ、

地域の活性化を図るため、移住・定住化支援を行っています。さらなる移住・定住対策

の推進を図るため、移住希望者から求める声の多い「住まいの支援」と、民間事業者に

よる住宅開発を進める施策としての「宅地化支援」に対する制度を新たに創設しました。

平成24年度から移住・定住促進奨励金制度が拡充されました！

１　賃貸住宅家賃助成奨励金制度
　新たに町内の民間賃貸住宅に 3年以上居住することを前提に入居した者に対し、家賃の一部を助成します。
　【奨励金の額】基本奨励金：（実質家賃額－4万円）×1/2以内（上限：月額1万円）
　　　　　　　 ・町外からの転入者には上記の基本奨励金額と同額が加算されます。
　【交 付 期 間】入居した月（月途中で入居した場合は、入居日が属する月の翌月）から起算して 12か月間

２　民間賃貸集合住宅建設奨励金制度
　新たに町内に居住用の賃貸集合住宅を新築した民間事業者に対し、建設費用の一部を助成します。
　【奨励金の額】基本奨励金：1戸当たり10万円
　　　　　　　 ・町内業者が建設した場合は5万円を加算、町内産木材を使用した場合も5万円が加算されます。

３　民間分譲戸建住宅建設奨励金制度
　新たに町内に居住用の分譲戸建住宅を新築した民間事業者に対し、建設費用の一部を助成します。
　【奨励金の額】基本奨励金：1棟当たり30万円
　　　　　　　 ・町内業者が建設した場合は10万円を加算、町内産木材を使用した場合も10万円が加算されます。
　　　　　　　 ※�同一事業者が分譲用宅地開発をした後、3年以内に建設した場合は、民間分譲宅地開発

支援奨励金との併用も可能です。

４　民間分譲宅地開発支援奨励金制度
　新たに町内に居住用の一戸建て住宅用地を分譲することを目的として開発を行う民間事業者に対し、整備
費用の一部を助成します。
　【奨励金の額】基本奨励金：1区画当たり10万円
　　　　　　　 ・町内業者が開発した場合は 10万円が加算されます。
　　　　　　　 ※交付対象規模は、一団の土地で 2区画以上の住宅用地に限ります。

５　田舎暮らし住宅活用奨励金制度
　新たに町内の空き家に 3年以上居住することを前提に購入または賃貸した者が、
改修およびハウスクリーニングを行った際の費用の一部を助成します。
　【奨励金の額】空き家改修　基本奨励金：改修経費の1/2以内（上限10万円）
　　　　　　　 ・町内業者が改修した場合は上記の基本奨励金額と同額が加算されます。
　　　　　　　 空き家ハウスクリーニング　基本奨励金：清掃費の1/2以内（上限5万円）

※上記の奨励金は、平成 24年 4月 1日以降に入居・建設等を行った場合が対象です。

空き家情報登録「空き家バンク」を開設しています！

　揖斐川町では、空き家の有効活用と地域の活性化を図るため、空き家バンクを創設しました。町内にある
空き家をお持ちの方で賃貸・売買を希望される所有者の方は、空き家バンクへの登録ができますのでご活用
ください。登録された物件情報は、町のホームページ等で公開し、移住定住等を希望される方に紹介します。

詳しくは、揖斐川町役場企業誘致課までお問い合せください。
【お問い合せ先】揖斐川町役場企業誘致課　℡２２－２１１１（内線１８１）

揖斐川町への移住・定住をサポートします！
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時　　間　13：00～ 16：00

場　　所　揖斐川町福祉総合支援センター　2階会議室

相談内容　日常生活における療育関係の悩み、療育関係の手続等について

　　　　　（秘密は厳守します。）

相 談 員　岐阜県知的障害者相談員　2名

担 当 課　揖斐川町役場　社会福祉課　℡２２－２１１１

　　　　　内線２３１・２３２（予約は不要です。）

５月１８日、 � ６月１５日、 � ７月２０日、 � ８月１７日
９月２１日、１０月１９日、１１月１６日、１２月２１日
平成２５年� １月１８日、 � ２月１５日、 � ３月１５日

５月１４日、 � ６月１１日、 � ７月� ９日、 � ８月１３日
９月１０日、１０月� ９日、１１月１２日、１２月１０日
平成２５年１月１５日、２月１２日、３月１１日

平成24年度 揖斐川町心の健康相談（無料）

　揖斐川町では、心に悩みをお持ちの方やその家族の方を対象とした相談を、下記のとお
り実施します。相談を希望されます方は、予約が必要となりますので、相談日の前日までに、
役場社会福祉課に予約をしてください。

心の相談会開催日　毎月第3金曜日（祝日の場合は第4金曜日）

時　　間　① 13：00～ 13：50

　　　　　② 14：00～ 14：50（1日 2人までの相談対応です。）

　　　　　※原則、初回の方を優先させて頂きます。

場　　所　揖斐川町福祉総合支援センター　2階　会議室

相談内容　気分が沈む、イライラするなどの心に関する悩み（秘密は厳守します。）

相 談 員　社会福祉法人　楽山・杜の会　精神保健福祉士

予 約 先　揖斐川町役場　社会福祉課　℡２２－２１１１（内線 231・232）

＊イラスト：細川　貂 （々「ツレがうつになりまして。」著作）」）

平成24年度 知的障がい者相談（無料）

　揖斐川町では、知的障がい者の親さん等の日常生活における不安や悩みを気軽に相談できるように、岐阜
県知的障害者相談員が、下記のとおり相談所を開設しています。お気軽に、ご相談ください。

相談会開催日　毎月第2月曜日（祝日の場合は翌日）
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